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１.はじめに 

 岩手県和賀郡西和賀町,一級河川北上川水系和賀

川に建設された湯田ダムの年間流木処理量の昭和 57

年度から平成 29年度までの平均は 763㎥で，処理量

が最も多かった平成 19 年度で 2220 ㎥，最も少なか

った平成 12年度で 185㎥となっている．発生のタイ

ミングや量の予測が行えないため，流木対策の計画

は年ごとの気象イベントに対応させるのは難しい．

洪水時の山地渓流における流木移動について，清水

ら 1)が流木移動の実態調査を行い，流木堆積パター

ンを報告しているが，河川地形と流木分布と流木量

の詳細は不明な点も残る．本研究では湯田ダム上流

域の流木流出量予測のための基礎データとして，和

賀川支流で，流木堆積量が多い高下川の地形と流木

堆積量の関係を明らかにすることを目的として調査

解析を行った. 

２．研究方法 

調査地である高下川は高下岳から南東に流れて和

賀川に合流す，蛇行区間が多い山地渓流である．調

査対象地域は，高下川の下流，中流，上流で，それ

ぞれの河川勾配は約1/68，1/35，1/38，区間長は492m，

195ｍ，620ｍの区間とし，2018年の 9月から 12月に

かけて調査を行った．河川内の流木量を知るために，

長さ 1m以上の流木の長さと幹周と，複数の流木で形

成されている流木群の，高さ H，長さ L，幅 Wをメジ

ャーと箱尺を用いて計測し，ハンディ GPS を用いて

堆積位置の記録を行った．計測した流木を円柱とし

て体積を求め，区間ごとに合計して流木量とした．

流木群の流木量は佐藤ら 2)にならい，水平方向の歩

止まり 0.67 と鉛直方向の歩止まり 0.36 を補正値と

して，式(1)で求めた. 

流木量=H×0.36×L×0.67×W×0.67  式(1)  

地形の特徴と流木量の関係を知るため，調査対象

区間を地図上で直線区間 10箇所と湾曲区間 9箇所に

分け，地形の特徴と単位距離あたりの流木堆積量の

関係を整理した.また，この関係を用いて高下川全体

10.5 ㎞の流木堆積量を概算した．今回調査を行った

範囲内で，砂州の形成や河岸浸食といった河川の湾

曲部の特徴が見られる区間の最大曲率半径が 50m 以

下であったため，本研究では曲率半径が 50m 以下の

ものを湾曲区間とした． 

３．結果 

(1)流木堆積パターンについて 

 調査結果から，直線区間の流木堆積量は表 1 の 5

種類に分類した．直線区間では流木堆積合計の 16.3

㎥のうち，単体で堆積する流木の堆積量が 12.2㎥を

占め，流木群による堆積量は小さい.  

湾曲区間の流木堆積は表 2 に示す 5 種類に分類し

た．湾曲区間は直線区間に比べて流木量が多く，曲

率半径が大きいほど堆積量は大きい.

表 1 直線区間の流木堆積パターン
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                  表 2湾曲区間の流木堆積パターン 

 

                表 3高下川全体の流木堆積量概算結果 

 

(2)流木量概算結果

表3に,調査結果を用いて求めた概算した高下川の

流木量を示す.源流から合流地点までの合計値は約

1150㎥である． 

４.考察 

 高下川の対象地域では，湾曲区間の砂州や河畔林

などの流路内の障害物による流木の堆積量が多い.

これは，大量の流木が移動する洪水時に，河道が外

側または内側へと拡大するため，水深の浅い砂州や

流路内の河畔林，河道外側の障害物に堆積したもの

と考えられる．今回の調査結果では，湾曲区間の外

側が岩盤,または護岸の場合，外側への流れの拡大が

妨げられて曲率が小さくなるとともに，湾曲の外側

での流木の堆積は少なくなるため，曲率と堆積量が

比例する結果となった. 

 また，高下川の流木量概算値は，湯田ダムのダム

湖に流入する年間平均流木処理量を大きく上回った.

湯田ダムで最も流木処理量が多かったのは，平成 19

年度の 2220㎥であり，上流域に潜在的に堆積してい

る流木が大きな出水イベントで一度に流出されたた

めであると考える. 
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